
【取組① 素材の開発・磨き上げと受入体制整備（受入側の課題解決）】

【取組② 旅行商品の造成（販売側の課題解決）】

6月に商品造成者+メディア13名を招請、意見交換会を実施し、取組①で作成
したユニットシート、個別素材シートの内容をもとに商品造成を行った。

ツアー造成数
◆台湾・タイ向け旅行商品：41商品
◆在日・訪日外国人向け着地型旅行商品：11商品

○商品数、送客・宿泊者数全てで目標を上回った。「ユニットシート」の作成により、海外の旅行会社による商品造成の容易化を図ることができた。
○また、シートごとに詳細にターゲットの属性を設定することで、売り先を意識したPR活動を行い、商品内容や営業方針の改善に繋げることができた。

【取組③ 販売・プロモーション（消費側の課題解決）】

得られた成果

今後に向けた課題・活動の見通し

【平成29年度「新しい東北」交流拡大モデル事業】～東武トップツアーズ株式会社～

食材のふるさと「TOHOKU Nihonshoku & Sake Tourism」

訪日旅行者の中で日本食（和食）に関する関心度は高いにも関わらず、東北訪問経験者に限ると、食にお金をかけていないというデータ
があり、東北が訪日旅行者の消費を取り込めていないという課題が存在。

東北の「食・酒」に関する観光素材の開発と外国人旅行者の受入体制
整備のため下記取り組みを実施した。

○受入側では今回体系化した素材の活用、受入の積み重ねによるノウハウの蓄積などを通して、外国人の満足度を上げていく。
○販売側・消費側では、ユニットシートの精査、新たなシート作成を継続することで、海外旅行会社の商品造成の促進、更なる販売網の拡大を目指す。

主な実施取組の内容

素材開発 10素材
旅行商品数 20商品以上
送客人数 650人
延べ宿泊日数 1,300人泊

成果目標

34素材(個別含む)
51商品
996人
2,705人泊

実績

国籍別販売実績：
台湾 763人 1,957人泊
タイ 183人 648人泊
在日 50人 100人泊

㋐台湾テレビ局とタイアップ
東北の食・観光を紹介する番組制作を行った。
㋑テレビショッピングで商品販売
台湾最大のショッピングチャンネルにて旅行商品のPRを行った。
㋒ユニットシート・個別素材シートを活用したBtoB営業
ユニットシート・個別素材シートを活用したセールスを実施した。
㋓台湾旅行博(ITF)参加
東北地域事業者とともに旅行博ステージ上で東北の食素材紹介と
商品販売を行った。

番組の様子

2017年8月1日～2018年3月31日
除外日: 朝市の日が第2土曜日及び1月～3月の日曜日、水曜日、1/1・2・3、5/13

手仕舞い日
備考 ガイド 住所/TEL/営業時間

日曜・月曜ガイドなし 八戸市三日町25　八戸屋台村みろく横丁
TEL:0178-29-0815

サバコロッケ、塩手羽から揚げ、 八戸市新湊館鼻岸壁
サバから揚げの3品付 日の出～9時頃

朝食は各自払い 青森県八戸市湊町陸奥湊駅前
3時～12時

八戸市大字鮫町棚久保14-167
TEL:0178-51-8500

八戸市大字鮫町字小舟渡平9-19
0178-33-3636
11時半～14時

水曜休み 八戸市河原木字神才22-2
0178-23-9311
9時～18時

6,900円　陸奥湊朝市は5,200円
6,900円　陸奥湊朝市は5,200円
6,900円　陸奥湊朝市は5,200円
6,900円　陸奥湊朝市は5,200円

朝食
昼食
夕食

①
⑤

旅行形態 個人旅行
階層 マス層
性別 カップル、熟年夫婦
訪日経験 浅い

その他 ターゲット層

(※1)　8/6・13・20・27・9/3・10・17・24・10/1・8・15・22・29・11/5・12・19・26・12/3・10・
17・24・31は館鼻岸壁朝市、それ以外は陸奥湊駅前朝市を案内
(※2)　日曜・月曜はガイドが付きません。日曜・月曜は休みの店が多いのでそれ以外の曜日で設定する
ことをおすすめします。
(※3)　館鼻岸壁朝市のみガイドあり　陸奥湊駅前朝市はガイドなし

アクセス みろく横丁 東北新幹線「八戸」駅から車20分、東北自動車道八戸I.C.から車15分
八食センター 東北新幹線「八戸」駅から車20分、東北自動車道八戸I.C.から車10分

バス　30分

⑤
青森の美味しいものがなんでもそろう

なしショッピングセンター

対応可能人数 2名～40名 食事条件
館鼻岸壁朝市3品付　陸奥湊駅前朝市の場合は各自
八戸シーガルビューホテル　「海鮮チラシ」
-

料金

~9名 料金に含まれるもの ①横丁めぐりガイド料(カクテル1杯込)、②館鼻岸壁朝市ガイド料、②館鼻岸壁朝市3品、
10~19名 ④昼食代
20~29名 料金に含まれないもの バス代、通訳代、昼食時飲物代、駐車場代、旅行保険、陸奥湊駅前朝市での朝食代
30名以上

なし
(※3)地元食材の食べ歩き

なし地元名物海鮮チラシをお召し上がりいただきます

ユニット名 八戸街歩きユニット エリア 青森県八戸市

○
(※3)

4月～12月の毎週日曜のみ開催
地元食材の食べ歩き

概要

①
北の港町の夜は横丁を裏まで探訪

地元ガイドがアテンドすることも特徴。ローカルの暮らしぶりを堪能できるプラン。
最後の八食センターでは買い物ができるところも豊富。 7日前まで

設定期間

ユニットの
特徴

行程

所要時間 1泊2日

八戸シーガルビューホテル　「海鮮チラシ」　昼食

八食センター

バス　15分

④

②

夜のみろく横丁巡りから、翌日の朝の八戸の特徴である朝市の見学など1泊型のプラン。

所要:90分
八戸市内宿泊・・・翌朝バスで朝市へ

○
(※2)オリジナルカクテル体験「プリンス」

名称

館鼻岸壁朝市よりバス　15分　/　陸奥湊駅前朝市よりバス　20分

③
波打ち際まで覆う緑の絨毯と険しい

なし岩礁の織り成すコントラスト

みろく横丁巡り　バーホッピング

館鼻岸壁朝市　朝食　(※1)

陸奥湊駅前朝市　朝食　(※1)

種差海岸天然芝生地

日曜と第2土曜は休業　他は毎日開催

太平洋を望む絶景ホテルで

ユニットシート

背景・目的

魅力が伝わっていないのには、受入側・販売側・消費側それぞれに課題があると考え、食に関する素材開発・受入態勢整備を行うとともに、
旅行商品造成及び販売・プロモーションを実施する。 （対象市場：台湾・タイ）

・観光素材の開発：東北インアウトバウンド連合及び地域事業者と連携
・「ユニットシート」（※）の作成(15作成)
・個別素材シートの作成：ユニットシートの内容を個別に分解したシート作成(24作成)
・外国人受入研修会の実施、外国人受入マニュアルの作成 等

（※）開発した素材をモデルコース化し、所要時間、手仕舞い日、金額等
海外旅行会社が商品造成するうえで必要な情報を体系的に整理した資料

現地のメディアとのタイアップなど、市場の特徴に応
じた販売・プロモーションを実施。
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